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 各支部事務局長 様 
 各 会 員  様 
 

                   福井県土木施工管理技士会 
                  専務理事 上 坂 義 一 

                   （ 公 印 省 略 ） 
 

平成 27 年度 JCM セミナー 維持管理基礎講座の開催について 

 
 標記セミナーが下記のとおり開催されますのでご案内いたします。 
 なお、講習内容等の詳細につきましては別紙をご参照ください。 
 また、申込みにつきましては、下記 URL より直接申込み下さいますようお願

い致します。 
記 

 
1．平成 27 年度 JCM セミナー維持管理基礎講座 
（1）講習内容：「維持管理基礎講座」 講 師 ハタコンサルタント㈱ 
      維持管理における、「河川編」の技術図書を用いた、若手技術者を対象と

した基礎講座。 
 
（2）開催日・場所および講習内容等、申込み方法 ※別紙参照 
   ① 開 催 日：平成 28 年 1 月 15 日（金）12：50～17：00 
   ② 開催場所：福井県建設会館（福井市御幸 3-10-15） 

 
（3）（一社）全国土木施工管理技士会連合会ホームページからの申込 URL 
   http://www.ejcm.or.jp/new_seminor/jcm_semina.htm 
  全国技士会 HP → 講習・セミナー・どぼく検定 → JCM セミナー（CPDS 講習会）

→ 1.1.3 維持管理基礎講座 → オンライン申込 → 福井県 
 
（4）その他  当セミナーは CPDS 認定講習会（8 ユニット）です。 
  ※本講座は上限のある形態コード(103)となります。１時間 2 ユニットで付

与されますが、年間取得上限(12 ユニット)が設けられているため、１年

未満の間に監理技術者講習を受講された方については、学習履歴証明書

を取得の際に、１時間１ユニットに調整される場合があります。 
（別紙、学習履歴(ユニット)について参照） 



 

 

平成 27 年度 ＪＣＭセミナー維持管理基礎講座 のご案内 

《 CPDS 認定講習 8 ユニット（形態コード 103）》 

           共催：(一社)全国土木施工管理技士会連合会（ＪＣＭ）・各技士会 

   

----ユニットについてのご注意！---- 

形態コード 103 のセミナーです。ほかに 103・106 の講習を受講されている方は 

ユニット数が制限されます。かならずご確認ください。 

 

○内 容…社会資本の維持管理を適切に進めていくための新しい講習で、今年度は「河川」です。 

      使用テキスト…「社会資本維持管理基礎講座Ⅱ河川編」 

12：50～   

13：00 
 

 受付・諸注意 

形態 

コード 

１０３ 13：00～

17：00 

 

「維持管理基礎講座」 

＊途中休憩が２回あります 

ハタコンサルタント

(株)  

講 師 

 

○開催会場・日程…当会のホームページをご覧ください。（随時更新されます） 
  

受 講 料 

会 員 

（各県等土木施工管理技士会会員） 

一 般 （非技士会員） 

別途学習履歴登録手数料がかかります 

6,000円 8,500円 

 

○学習履歴（ユニット）…８ユニット(形態コード 103）取得できますが、このコードは上限があります。 

   既に 103・106でユニットを取得されている方は最小４ユニットです。以下説明をお読みください   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

本講座は１時間に２ユニットがつく「形態コード 103」の講座で、４時間の受講で８ユニット取得できま

す。同様に１時間に２ユニットがつく「形態コード 106」があります。これら１時間に２ユニットがつく

103と 106の合計には上限があり、年間上限が 12ユニットです。 

そのため 12ユニットを超えた分について、学習履歴証明書には１時間１ユニットの計算でつくことにな

ります。 

    例えば… 監理技術者講習(５年毎の更新)を受講した場合 

→ 監理技術者講習 106コードで 12ユニット 

本講習 103コードで８ユニット 

合計 20 ユニット
のところ、学習履
歴証明書では 16
ユニットとなる 



●受講料のお支払い方法について 

  （2 種類あります。キャンセルや参加者変更などがあった場合の対応が異なりますので、ご注意ください） 

      ①お振込み  ②一括送金システムのご利用 

①の場合…申込受付メールでお振込み先等をご連絡いたします。 

＊複数名分まとめてお振込みいただけます。その際は必ずどなたの受講料かわかるよう、 

送金票の控えと、全員分の「受付メール」を添えてＦＡＸしてください。 

 

②の場合…お申込みご本人様に残高がないと選択できませんのでご注意ください。 

《ご入金後のキャンセルについて》 

講習日の５営業日前の 17 時まで受付ます。お支払い方法により返金先も異なります。 

《参加者の交代について》  受講者が交代される場合は、事前に当会までご連絡ください。 

 

 

   

        *継続学習制度（ＣＰＤＳ）について 

              ＣＰＤＳ未加入の方は、セミナー申込みと同時に新規加入することができます。 

 

      ◎申請時にご用意いただくもの  ①顔写真の jpegファイル ②メールアドレス 

 

      ◎方法 …当社ＨＰのセミナー申込画面の最初に出てくる選択オプションで 

           CPDSに新規加入し、本受講を学習履歴として申請する を選択してご登録ください 

      ◎新規加入手続き料金 …技士会会員 1300円  非技士会員 3000円  

                         お支払方法は申請後の受付メールでご案内いたします 

 

 

 

 ■お申込み方法 

全国土木施工管理技士会のホームページ（http://www.ejcm.or.jp）よりお申込みください 

 
    〒102-0076 東京都千代田区五番町 6-2 ホーマットホライゾンビル 1F   

             （一社）全国土木施工管理技士会連合会 

                      電話：03-3262-7425（セミナー専用）  

                                 CPDS 窓口 03-3262-7438 

 

受
講
料
お
支
払
い
方
法 

 

お振込み 

   

ⓐご希望口座に返金 返金手数料として 1000円/1名がかかります 

ⓑ一括送金に返金  

 

ご指定のＩＤに全額返金 

＊新たに一括送金申請が必要となります 
 （一括送金申請についてはガイドラインを 

             ご参照ください） 

一括送金システム ⓑ一括送金に返金  

 

ご本人のＩＤに全額返金 

＊新たに一括送金申請が必要となります 

＊他のＩＤへの振替はできません 



維持管理講座は形態コード 103 です。 ほかに 103・106 の講習を受講されている方は 

ユニット数が制限されます。 かならずご確認ください。 

 

○学習履歴（ユニット）…本講習は上限がある形態コード（103）となります。 

学習履歴には 8 ユニットとして登録されますが、学習履歴証明書を取得の際に調整されることがあります。 

 

【調整について】 

本講座は１時間２ユニットと計算される「形態コード 103」の講座です。 

同じように 1時間 2ユニットがつく講習（形態コード 103・106）を 1年間に 12ユニットを超えて受講 

している場合、学習履歴証明書を取る際に 1時間 1ユニットに調整されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば…  

学習履歴では 

2015年  1月 23日 監理技術者講習(５年毎の更新) 形態コード 106 12ユニット  

2015年 10月 15日 維持管理講習  形態コード 103  8ユニット 

と登録されている場合（他に形態コード 103と 106がないとする） 

 

学習履歴証明書を 2015年 1月 1日～2015年 12月 31日で申請すると 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習履歴証明書を 2015年 4月 1日～2016年 3月 31日で申請すると 

 

  

 

形態コード 106 
12 ユニット 

形態コード 103 
8 ユニット ＋ ＝ 形態コード 106+103 

20 ユニット 

12 ユニット分はそのまま 
+ 

（20 ユニット－12 ユニット）÷2＝4 ユニット 
↓ 

16 ユニット 
 

12 ユニットを超えている
ので調整 

12 ユニットを超えた分は 
1 時間 1 ユニットの計算となる

ので 2 で割っています 
 

形態コード 103 
8 ユニット ＝ 8 ユニット 

申請の期間に形態コード 103 や 
形態コード 106 が他にないので 

8 ユニットがそのまま証明書に表示 
 


